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	なみえFM × 浪江町  × エフとも
	F-REI
	さん
	クロストーク
	5.20
	2026
	14:00 - 15:30
	令和5年に設立された福島国際研究教育機構（F-REI）。 ☑ F-REIってどんなことしているの？ ☑ F-REIで働いてる人ってどんな人？ ☑ F-REIさんとお近づきになりたい　… F-REIさんと地域住民のみなさまをおつなぎし、さまざまなひとが温かくつながるきっかけとなるよう願いを込めて開催します。ぜひ、ご参加ください‼

	F-REI理事長
	山崎 光悦 氏
	富山県出身の74歳。工学博士。前職は金沢大学長。 学長時代には「人生は選択の連続！選択に失敗はない！成功に導く努力が大切！」と説き、一人の人間として力強く生きるための「人間力」を鍛えることに力を注ぐ。自身も、他者には温かく接し、自らには厳しく律する「春風秋霜（しゅんぷうしゅうそう）」を座右の銘としている。 現在は、F-REI理事長として、福島をはじめ東北の復興の実現と、日本の科学技術力・産業競争力の強化に向け「創造的復興の中核拠点」を目指した取組を進めている。 今も自ら農業を営むなど、食や文化にも深い関心を寄せ、昼食には手作りのお弁当を持参し、夜には常磐ものをお酒を嗜むといった、浜通りでの日常を大切にしている。
	大橋 未来
	2023年より札幌と浪江の二拠点生活を開始し、2025年に移住。 「未来は開発できる！」をテーマに複数プロジェクトを展開する同社で、避難の在り方を創造的に変化させる『新しい防災のカタチづくり』に挑戦している。

	葛西 優香
	2021年に移住し、浪江町のまちづくりに携わる。防災士の資格やこれまでの自身の研究をもとに、町民の声を大事にしながら地域課題解決に取組む。一方、和太鼓を通じた地域交流も手掛けるなど、町内で幅広く活動中！
	㈱いのちとぶんか社 取締役
	曾澤高圧コンクリート㈱ 執行役員 The Guardian PJ統括





	なみえFMとは？
	多様化する町民同士をゆるやかにつなぐ「のぞき見」の場、災害時の命を守る情報源となることを目指し設立。
	経験豊富な有志による準備会メンバーがトライアル放送に挑み、今後正式開局を目指す。 サイマルラジオをはじめとするインターネットラジオでも放送し、全国への情報発信による浪江町ファンの獲得も期待でき、さまざまなコミュニティ構築を進めていく。


